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28 年 12 月の「第 11 回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム」で
の「聴覚障害学生支援に関する実践事例コンテスト」のプレゼンテーショ
ン賞獲得に繫がっています。そして、今日、学生にとても人気のある橋本
一郎先生の「手話入門」の授業として定着していきます。
　そこで感じたのは、「亜細亜大学は栗田先生という貴重なリソースを活
かせたのだな。このボランティア精神は多くの賛同者と後継者を得て、本
学に根付いるのだな」という思いです。大学に残る者の一人として、栗田
先生が本学に残してくださった精神的資産を見守りながら、自分も本学に
何が残せるかを考えて過ごしていきたいと考えています。
　栗田先生のご健康と益々のご活躍を祈念するとともに、先生の 36 年間
という長きにわたるご尽力に対して、感謝の意を表したいと思います。
